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み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
の
〝

憲
法
” 

⑦

る
人
材
育
成
が

行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
ち
の

課
題
の
本
質
を

見
極
め
考
え
る

力
、
町
民
と
共

に
議
論
し
な
が

ら
政
策
形
成
を

す
る
力
な
ど
、

ニ
セ
コ
町
職
員

の
能
力
の
向
上

に
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
に
情

報
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
町
職
員
自
身
も
自

覚
を
持
ち
さ
ら
に
資
質
を
高
め
る
努
力
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ニ
セ
コ
町
で
は
、
徹
底
し
た
町
民
と
の
情

報
共
有
を
土
台
に
し
て
、
町
の
意
思
決
定
の

仕
組
み
も
改
革
し
ま
し
た
。
ま
ち
の
課
題
の

白
紙
に
近
い
計
画
段
階
か
ら
、
公
開
の
中
で

町
民
同
士
の
自
由
闊
達
な
議
論
が
行
わ
れ
る

「
町
民
検
討
会
議
」
を
実
施
、
道
の
駅
「
ニ
セ

コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
」
や
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

（
図
書
館
）
な
ど
の
新
た
な
公
共
施
設
建
設
に

際
し
て
は
、
計
画
か
ら
運
営
方
法
に
至
る
ま

で
、
公
開
の
中
で
町
民
が
参
加
・
議
論
で
き

る
場
を
積
極
的
に
設
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
ニ
セ
コ
町
民
が
満
足
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
に
つ
な
が
り
、
町
民
が
参
画
す
る
施

設
運
営
が
今
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　町では、くりやまの自治基本条例をつくる会（高橋慎代表）との共催により、
くりやまの自治基本条例を考える講演会を開催し、町民、町職員など約 170 人
が参加する中、全国初の条例制定の町であるニセコ町・片山健也町長が、ニセ
コ町の改革の実践例や自治基本条例の意義などについて語りました。

くりやまの自治基本条例を考える講演会（４月 11 日 カルチャープラザ）

◎今後の自治基本条例検討の流れ…
　今回の講演会をキックオフとして、今後、広く町民の皆さんが条例づくりに参加し議論できる機会を設け
てきます。くりやまの自治基本条例をつくる会では、５月下旬より、子ども・若者を含めたグループや団体
との意見交換会や、アンケート調査、町議会との意見交換などを行い、９月には町に対し提言書を提出する
予定です。町も提言に基づき、さらに町民参加機会を設けながら、12 月までに条例案を作成する予定です。

①
ま
ち
の
課
題
解
決
の
た
め

　
「
意
思
決
定
」
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
。

　

地
方
分
権
の
時
代
、
国
・
道
が
課
題
解
決

を
導
い
て
は
く
れ
な
い
。
課
題
の
解
決
手
法

を
町
民
参
加
で
議
論
し
、
選
択
の
責
任
を
共

有
し
て
決
め
る
。
密
室
政
治
で
は
な
い
、
意

思
決
定
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
。

②「
情
報
共
有
」
と
「
町
民
参
加
」
の
実
践

　

を
次
代
に
引
き
継
ぐ

　

町
長
が
変
わ
っ
て
も
町
民
が
情
報
を
共
有

し
、
参
加
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
す
る

た
め
、
積
み
重
ね
た
ニ
セ
コ
町
の
実
践
を
、

自
治
基
本
条
例
で
将
来
に
向
け
て
保
障
す
る
。

　

ニ
セ
コ
町
で
は
、
平
成
12
年
の
自
治
基
本

条
例
制
定
後
も
、
条
例
の
定
め
に
基
づ
く
様
々

な
取
り
組
み
・
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

行
政
情
報
の
公
開
を
さ
ら
に
効
率
的
に
進
め

る
た
め
、
役
場
内
の
文
書
管
理
の
シ
ス
テ
ム

を
整
備
、
30
秒
以
内
に
全
て
の
情
報
が
町
民

に
開
示
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、
私
物
化
の

禁
止
と
電
子
情
報
化
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
満
20
歳
未
満
の
子
ど
も
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
参
加
も
進
め
、
小
・
中
学
生
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
、
年
齢
に
応

じ
て
学
び
知
る
機
会
、
議
論
し
て
発
表
す
る
機

自
治
基
本
条
例

は
な
ぜ
必
要
か
？

ニセコ町・片山健也町長が語る！

　

ニ
セ
コ
町
で
は
、
平
成
６
年
、
当
時
35
歳

の
逢
坂
誠
二
町
長
（
現
衆
議
院
議
員
）
が
誕

生
し
て
か
ら
、
町
民
と
の
「
情
報
共
有
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
様
々
な
改
革
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
毎
年
度
の
予
算
を
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
『
誰
で
も
知
り
た
い
今
年
の
仕
事
』

の
全
戸
配
布
、
行
政
内
部
を
含
め
た
諸
会
議

の
公
開
、
町
職
員
に
よ
る
政
策
説
明
・
意
見

交
換
の
場
で
あ
る
『
ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座
』

の
実
施
な
ど
、「
公
共
課
題
を
解
決
す
る
行
政

の
仕
事
は
原
則
全
て
公
開
す
べ
き
」、「
情
報

無
く
し
て
対
等
な
議
論
は
な
し
」
の
信
念
の

も
と
、
徹
底
し
た
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
町
民
へ
の
情
報
は
町
職
員
の
裁
量
で
出
た

り
出
な
か
っ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と

の
観
点
か
ら
、
既
に
無
い
過
去
の
情
報
も
調

べ
て
公
開
す
る
な
ど
、「
ま
ち
の
情
報
は
町
民

の
情
報
」
と
い
う
基
本
的
な
理
念
に
基
づ
く

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

同
時
に
、「
職
員
を
育
て
な
け
れ
ば
、
ま

ち
の
改
革
が
遅
れ
る
」
た
め
、
当
時
年
間

１
６
０
０
万
円
（
栗
山
町
で
は
平
成
24
年
度

予
算
で
約
７
４
０
万
円
）
も
の
職
員
研
修
費

を
予
算
化
し
、
自
主
性
を
引
き
出
す
『
手
上

げ
方
式
』
の
研
修
充
実
で
、
改
革
に
対
応
で
き

ま
ち
の
情
報
は
町
民
の
情
報

徹
底
し
た
情
報
公
開
・
共
有

町
職
員
の
意
識
改
革
を

町
民
と
共
に
議
論

情
報
共
有
を
土
台
に

白
紙
か
ら
の
議
論
へ

町民が情報を共有し、まちの意思決定に参加する…

会
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
意
思
決
定
の
仕
組
み
に
お
い
て
も
、

新
た
な
公
共
施
設
の
建
設
や
住
民
生
活
に
直

接
関
わ
る
条
例
を
制
定
す
る
際
は
、
白
紙
段

階
か
ら
町
民
に
情
報
を
提
供
し
、
議
論
す
る

場
を
設
け
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ニ
セ
コ
町
で
は
、『
進
化
す
る
条
例
』
を
目

指
し
て
、
現
在
も
改
革
の
継
続
と
条
例
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

片
山
町
長
は
最
後
に
、「
栗
山
の
文
化
、
暮

ら
し
、
思
想
を
生
か
し
た
栗
山
町
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
条
例
づ
く
り
を
願
っ
て
い
る
」
と

激
励
の
言
葉
で
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の

情
報
公
開
と
共
有
の
徹
底
、
物
事
を
決
め
る

と
き
の
町
民
参
加
の
権
利
と
仕
組
み
な
ど
を

定
め
る
栗
山
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
憲
法
」

と
な
り
ま
す
。
椿
原
町
長
の
「
条
例
制
定
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
未
来
に
向
け
た
新
た
な

ス
タ
ー
ト
」
の
言
葉
ど
お
り
、
ル
ー
ル
は
み

ん
な
で
考
え
て
つ
く
り
、
理
解
し
合
っ
て
守

る
こ
と
で
生
き
て
き
ま
す
。

　

町
で
は
今
後
、

つ
く
る
会
と
連
携

・
役
割
分
担
を
し
、

12
月
の
条
例
案
策

定
に
向
け
、
広
く

町
民
の
皆
さ
ん
が

参
加
で
き
る
場
を

設
け
て
い
き
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

条
例
制
定
後
の
取
り
組
み

『
進
化
す
る
条
例
』

※子ども、若者を含め
　幅広い層の声を集める。

※町は提案を尊重し、さらに
　検討を重ね条例案を作成

● ｢考える講演会」参加者アンケートから（回答者 132 人　無記名方式）

Q
自
治
基
本
条
例
が
必
要
だ

　
と
思
い
ま
し
た
か
？

必要だと思う
71人（53.8％）やや思う

43人（32.6％）

どちらとも
15人（11.4％）

思わない
1人（0.8％）

あまり思わない
2人（1.5％）Q

自
治
基
本
条
例
が
ど
う
い

　
う
も
の
か
理
解
で
き
ま
し

　
た
か
？理解できた

44人（33.6％）

やや理解できた
58人（44.3％）

どちらとも
24人（18.3％）

あまりできなかった
5人（3.8％）

町では今後、多様
な懇談機会をとお
して、「自治基本
条例とは何か？」
について、分かり
やすく説明し、ご
理解いただける様
に努めます。

※ 5/14 ～ 5/17 の日程で
　各地域、団体代表者と
　の懇談会を行います。


